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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

本研究は、露天掘り鉱山の発破における飛石に関して、原位置岩盤の岩盤状態や発破設計と飛

石の飛翔挙動の関係を明らかにするとともに、複雑な岩盤状態を有する現場の条件下において飛

石の初速度や飛翔角度を精度よく予測できる機械学習を活用した飛石予測モデルを開発すること

で、安全な鉱山発破技術の確立を図ったものであり、地球資源システム工学上寄与するところが

大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値するものであると認める。 


